
　

２
０
１
９
年
４
月
１
日
効

力
開
始
の
個
人
賠
償
責
任
共

済
の
継
続
と
新
規
募
集
時
期

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
個

人
賠
償
責
任
共
済
で
は
、
通

勤
、
通
学
の
自
転
車
の
賠
償

事
故
へ
の
対
応
は
も
ち
ろ

ん
、「
水
漏
れ
に
よ
り
階
下

に
損
害
を
与
え
た
」
な
ど
、

日
常
の
く
ら
し
で
突
然
起
こ

っ
て
し
ま
う
賠
償
事
故
に
も

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
賠
償
責
任
共
済
の
掛

金
は
年
間
１
２
０
０
円
。
最

高
賠
償
額
は
２
億
円
で
、
示

談
代
行
付
で
す
。
組
合
員
本

人
の
加
入
で
、
同
居
の
親
族

と
別
居
の
未
婚
の
子
ま
で
補

償
さ
れ
ま
す
。

　

年
１
回
の
募
集
時
期
を
逃

さ
ず
、
個
人
賠
償
責
任
共
済

の
加
入
で
、
日
常
生
活
の
賠

償
事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

個人賠償責任共済
年間掛金1,200円で

賠償額２億円
示談代行付
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ワ
ク
内
に
今
年
の
エ
ト
（
猪

年
）
に
ち
な
ん
で
19
か
所
に
猪

の
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
部
分
は
意
味
に
関
係

な
く
シ
シ
ま
た
は
チ
ョ
と
読
み

替
え
て
く
だ
さ
い
。
パ
ズ
ル
を

解
い
た
の
ち
、
Ａ
〜
Ｍ
の
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
べ
て
で
き

る
言
葉
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

（
タ
テ
と
ヨ
コ
で
読
み
方
が
異

な
る
個
所
も
あ
り
ま
す
）

ヒ
ン
ト
：
住
民
の
願
い
に
応
え

る
府
・
市
政
に
変
え
る
年
に
し

ま
し
ょ
う
！

 

出
題
者
：
山
本
汎
昭
さ
ん

タ
テ
の
カ
ギ

タ
テ
の
カ
ギ

❶ 

体
型
や
筋
肉
が
男
っ
ぽ
い
さ

ま
。
○
○
○
○
マ
ン

❷ 

さ
し
さ
わ
り
、
さ
し
つ
か

え
。
○
○
○
○
を
来
す

❸
○
○
か
ら
出
た
ま
こ
と

❺ 

負
け
ま
い
と
す
る
気
性
。
○

○
○
○
の
強
い
人

❻ 

ゴ
ル
フ
で
ア
ウ
ト
の
対

❽ 

野
に
い
る
鳥
、
野
生
の
鳥

10
姓
名
の
姓
と
は

12 

自
分
で
自
分
を
あ
ざ
け
り
笑

う
こ
と

14 

つ
け
あ
が
っ
て
高
慢
に
な
る

こ
と
。
ほ
め
ら
れ
て
○
○
○

○
○
す
る

17 

大
阪
府
↓
府
庁
、
東
京
都

↓
？

20 

マ
グ
マ
が
地
表
に
噴
出
し
固

結
し
た
岩
石

21 

む
だ
な
骨
折
り
。
○
○
○
に

終
わ
る

23 

図
書
館
で
専
門
的
職
務
に
従

事
す
る
職
員

25 
金
銭
等
を
し
ぶ
し
ぶ
貸
す
こ

と
27 

袖
が
な
く
胸
や
背
を
お
お
う

短
い
胴
着
。
ベ
ス
ト

29 

雨
降
り
の
天
気
。
○
○
○
順

延
30
本
命
チ
ョ
コ
で
な
い
方

32 

憲
法
で
は
天
皇
は
国
の
○
○

○
○
○
○
と
さ
れ
る

33
○
○
あ
る
鷹
は
爪
を
隠
す

34 

耳
が
遠
く
な
り
コ
レ
の
購
入

を
思
案
中

35
○
○
た
る
目
的

36
飲
み
物
↓
試
飲
。
料
理
↓
？

38 

グ
ー
○
○
○
パ
ー
で
ジ
ャ
ン

ケ
ン
ホ
イ

40
相
手
の
著
書
の
尊
敬
語

42
○
○
は
異
な
も
の
味
な
も
の

44
○
○
だ
る
ま
、
○
○
合
戦

ヨ
コ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶ 

み
ち
し
お
。
干
潮
の
対

❹
獅
子
頭
を
か
ぶ
っ
て
舞
う
舞

❼ 

命
令
を
受
け
て
使
い
を
す
る

人
❾ 

わ
き
み
。
授
業
中
キ
ョ
ロ
キ

ョ
ロ
○
○
○
す
る

11 

は
っ
き
り
示
す
こ
と
。
自
己

○
○
○
欲

13 

た
く
わ
え
て
お
く
こ
と
。
○

○
○
○
庫

15 

収
入
・
支
出
の
計
画
。
○
○

○
を
立
て
る

16 

ピ
ー
マ
ン
の
一
品
種
、
獅
子

唐
辛
子
の
略

18
市
○
○
○
村

19 

二
人
以
上
が
共
同
し
て
書
物

を
著
す
こ
と

21
年
上
↑
↓

22
自
分
の
著
書

24 

サ
ナ
ギ
が
変
態
し
て
成
虫
に

な
る
こ
と

26
○
○
若
男
女

28
洋
式
の
傘
を
略
し
て

30 

痛
い
！
「
魔
女
の
一
撃
」
と

も
よ
ば
れ
る
○
○
○
り
腰

31 

ミ
ス
を
し
て
思
わ
ず
○
○
を

仰
ぐ

32
甘
柿
と
○
○
柿

33 

気
分
が
乗
る
こ
と
。
す
っ
か

り
○
○
○
に
な
る

34 

図
書
館
で
コ
レ
を
３
冊
借
り

た
35
苦
情
○
○
○
係

36 

菜
の
葉
に
と
ま
れ
♪
と
歌
わ

れ
る
の
は
？

37 

著
者
の
死
後
に
出
版
さ
れ
た

書
物

38
詩
を
集
め
た
書
物

39 

人
生
70
歳
の
称
。
○
○
の
祝

い
41
庭
園
等
に
植
え
て
あ
る
木

43 
命
が
け
で
守
る
こ
と
。
１
点

を
○
○
○
す
る

45
出
る
○
○
は
打
た
れ
る

46 

超
過
勤
務
の
略
。
○
○
○
○

○
手
当

47 

Ｋ
Ｙ
と
は
「
○
○
○
が
読
め

な
い
」
の
略

■
地
震
や
台
風
の
被
害
が
よ
う
や
く
落
ち
着

い
て
き
た
今
こ
そ
、
さ
ら
な
る
防
災
の
意
識

改
革
を
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

樽
井　

研
人
さ
ん
（
吹
田
水
労
）

■
先
日
、
職
場
で
定
期
大
会
が
行
わ
れ
た
。

独
法
の
問
題
点
が
、
だ
ん
だ
ん
と
露
わ
に
な

っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、
職
場
環
境

の
改
善
に
は
組
合
加
入
者
を
も
っ
と
増
や
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
強
く
感
じ
た
。

　
　

川
畑　

拓
也
さ
ん
（
大
阪
府
職
労
）

■
再
任
用
職
員
（
週
30
時
間
）
と
し
て
元
の

職
場
で
勤
務
し
て
い
ま
す
が
、
シ
ン
ド
イ
！

フ
ル
回
転
で
頭
は
老
化
し
な
い
だ
ろ
う
と
思

え
る
ぐ
ら
い
だ
が
、
お
茶
ぐ
ら
い
ゆ
っ
く
り

飲
め
る
時
間
が
欲
し
い
！

　
　

田
中　

ひ
と
み
さ
ん
（
堺
市
職
労
）

■
委
託
調
理
が
進
む
な
か
、
そ
れ
を
管
理
す

る
職
員
ま
で
不
足
。
ノ
ー
残
業
デ
ー
と
共
有

さ
れ
て
も
、
仕
事
量
が
つ
い
て
い
け
ま
せ

ん
。

　
　

石
田　

英
三
さ
ん
（
枚
方
市
職
労
）

■
市
民
病
院
で
理
学
療
法
士
を
し
て
い
ま

す
。
高
齢
化
の
影
響
か
、
年
々
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
　

久
保　

侑
平
さ
ん
（
岸
和
田
市
職
労
）

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
風
疹
が
流
行
っ
て
い

る
の
で
、
予
防
の
た
め
に
手
洗
い
う
が
い
を

欠
か
さ
ず
し
て
い
ま
す
。

　
　

須
山　

哲
さ
ん
（
吹
田
水
労
）

10
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
8
年
10
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
ア
キ
ノ

ヨ
ナ
ガ
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
ハ

ガ
キ
20
通
、
メ
ー
ル
37
通
合
計
57
人

か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
つ

ぎ
の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー

ド
を
お
く
り
ま
す
。（
敬
称
略
）

▼
柴
田　

有
理
（
大
阪
市
労
組
）

▼
熊
谷　

直
美
（
岸
和
田
市
職
労
）

▼
小
島
眞
理
子
（
和
泉
市
職
労
）

▼
石
田　

英
三
（
枚
方
市
職
労
）

▼
樽
井　

研
人
（
吹
田
水
労
）

応
募
の
方
法

　

「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」「
氏

名
」「
住
所
」
を
書
い
て
、
メ
ー

ル
か
は
が
き
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
。
正
解
者
の
中
か
ら
10
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
一

言
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北

区
天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪

グ
リ
ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治

労
連
「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲

間
」
編
集
部

nakam
a@
osaka-jichiroren.jp

応
募
の
締
め
切
り
／
２
月
28
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１

９
年
３
月
号
の
紙
面
に
掲
載

10月号の解答
「アキノヨナガ」

カシツ
　
ヨアカシ

リヨウシ
　
リンゴ

モク
　
カミ
　
ソト

ノ
　
ナイジヨウ

　
　
ガツシユク

　
ソ

カン
　
ヤク
　
ノウ

ネボウ
　
ジヨウシ

ツウハン
　
キリン

　

政
府
が
今
年
10
月
か
ら
始
め
よ
う
と
し

て
い
る
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
で

は
、
民
間
施
設
の
費
用
負
担
割
合
を
見
直

す
一
方
で
、
公
立
施
設
は
市
町
村
全
額
負

担
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
公
立
保
育

所
の
費
用
を
自
治
体
が
全
額
負
担
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
中
核
市
の
平
均
で
２
億
５

０
０
０
万
円
の
負
担
増
に
な
る
と
試
算
も

さ
れ
て
お
り
、
公
立
保
育
所
の
存
続
自
体

が
脅
か
さ
れ
ま
す
。
問
題
を
知
ら
せ
る
取

り
組
み
と
合
わ
せ
て

署
名
を
広
げ
る
運
動

を
続
け
ま
す
。

「大阪府はカジノより
子育て支援を！」
と訴えました

河内松原駅での署名行動

　

大
阪
自
治
労
連
や
大
阪
保
育
運
動
連
絡

会
な
ど
が
参
加
す
る
「
す
べ
て
の
子
ど
も

に
よ
り
よ
い
保
育
を
！
秋
の
大
運
動
実
行

委
員
会
」
は
、
９
月
か
ら
各
地
で
国
・
大

阪
府
・
市
町
村
あ
て
の
「
予
算
を
増
や

し
、
安
心
で
き
る
保
育
・
学
童
保
育
を
」

署
名
や
宣
伝
行
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
12
月
２
日
に
は
河
内
松
原
駅
、
八
尾

市
ア
リ
オ
前
で
そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
の
宣
伝

行
動
が
行
わ
れ
、
の
べ
60
人
の
参
加
で
２

６
０
筆
以
上
の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

「子どものための署名です！」
保育士･学童保育指導員･保護者が共に声あげる

（よりよい保育を！秋の大運動実行委員会）
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